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もしもの時に不断の準備

公益財団法人 兵庫県手をつなぐ
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今年は、辰年「辰 =竜 (龍 )」 にあたり、十二支では唯一空想上の生き物です。日本列島は

昔から龍のようだと言われてきましたが、近年宇宙から撮影された写真を見るとまさに龍の

姿を紡彿させ、頭が北海道、胴体が本州、四国が卵、九州がしっぽの姿に見て取れます。そ

の日本列島が、辰年の年明けとともに大地震と事故に見舞われました。

◆能登半島地震                                    尋
元日に能登半島でマグニチュー ド7.6の 地震が襲い甚大な被害をもたらしました。地震に  |

逸専魯ことiを七ぞi争:争三こ§[::手 !:|:二 ::二をとことときiを,二手与:  :
も多く心が痛みます。一日も早く元の生活に戻/

今回の地震は29年前に発生した阪神淡路大震夢

により、多 くの建物が倒壊し、「輪島の朝市」周

えさかる炎になすすべもなかったことが思い出宅

また、厳しい寒さの中で避難生活を過ごさざえ

今回も同じような状況に陥っています。

    t「福祉避難所」については指定された施設  三そして、阪神淡路の後設置されることになっフ

の倒壊や支援者の被災などの問題で思うように開設ができていない状態です。        再

◆日航機・海保機事故                                 ■

能登半島地震が発生した次の日に羽田空港で日本航空機と海上保安庁の航空機が衝突、炎  争
上しました。海保機は前日の地震で被災地へ物準

うち5人が残念ながらお亡くなりました。その輝

機長には一日も早い回復をお祈 りいたします。

一方、日航機の乗客367人、乗員12人、合わせ

たことは、訓練の行き届いた客室乗務員と状況竜

海外からも称賛されています。客室乗務員は入た

客機の模型により、身イ本障害者、子連れ、妊婦、

た上空での火災、ハイジャック、心肺蘇生等乗客の命を守るためあらゆる想定し訓練するそ  毒

うですo                                        十

全員脱出は偶然ではなく日頃の修練があればこそ奇跡イこ結びイ寸きました。           を
◆もしもの準備                                    ギ

今回の能登半島地震について、地理的に不利
'教訓が生かされていない、阪神の時と何も変わヽ

ないでしょうか。

近年、災害が頻発化・激甚化し豪雨災害が増支

～80%と いわれている南海 トラフ地震に備えるた

等々たゆまぬ努力が大切です。「自分の命は自分
｀

助、共助、公助」を再度各市町で見直し、一人ひ

備を進めていきましょう。
i
す
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令和5年度 障害児等職業体験事業地区別集計表
場所 :キッザニア甲子園  開催日i令和5年12月 2日 (土 )

Nlx 所属 (22地区) 障害者 付添者 ボランティア 役員等 小計 合計 ブロック

」 一般社団法人尼崎市手をつなぐ育成会 38 38 4 / 80
94 阪神南

2 一般社団法人西宮市手をつなく育成会 6 6 ? // 14

3 NPO法人伊丹市手をつなぐ育成会 4 4 1 / 9

79 阪神北
4 一般社団法人宝塚市手をつなぐ育成会 27 27 6 // 60

6 NPO法人三田市手をつなぐ育成会 3 3 1 // 7

6 猪名,II手をつなぐ育成会 1 1 1 / 3

7 明石地区手をつなく育成会 5 5 1 / 11

46 東播磨8 加古,I!市手をつなぐ育成会 10 10 2 / 22

9 東播磨地区手をつなぐ育成会 6 6 1 / 13

10 NPO法人三木市手をつなぐ育成会 2 2 2 / 6

¬2 北掻磨11 小野市ひまわり会 1 耳 1 /// 3

2ヽ 多可町手をつなく育成会 1 1 可 / 3

¬3 NPO法人姫路地区手をつなぐ育成会 2 2 1 / 5

63

中播磨

¬4 相生市手をつなぐ育成会 2 2 1 // 5

西

'番

磨
15 たつの市手をつなぐ育成会 8 8 2 / 18

16 赤穂市手をつなぐ育成会 3 3 1 7

17 太子町手をつなぐ育成会 12 12 4 // 28

18 特定NPO法人|よばたけ手をつなく育成会(豊岡市) 1 1 1 // 3
17 但馬

19 朝来市手をつなく育成会 6 6 2 / H4

20 丹波市手をつなぐ育成会 3 2 1 / 6
9 丹波

21 丹波篠U」市手をつなぐ育成会 1 1 1 // 3

22 南あわじ南手をつなぐ育成会 2 2 1 /// 5 5 淡路

小計 144 143 38 0 325 325

事務局 / / 7 7

学生ポランティア / / 12 12

兵庫県 / / / 5 5

合計 287 50 12 349

男女別集計表

年齢 (歳) 男 女 小計 分類

3 1 1 2
幼児

13
4 3 2 5

5 3 3 6

6 5 2 7

小学生

80

7 n 0 2

8 9 4 13

9 6 8 14

10 15 6 2H

11 11 6 17

12 5 1 6

呵3 10 4 14
中学生

34
司4 6 4 10

15 4 6 10

16 6 0 6
高校生

17
17 4 2 6

18 5 0 5

障害者 95 49 144

分
類
合
計

144

付添者 28 115 143

小計 123 164 287

肥堡 州ヽフノアイメ 9 29 38

事務局 2 5 7

子■州ヽフフアイア 2 10 司2

兵庫県 3 2 5

小計 16 46 62

合計 139 210 349

参加状況集計表

前回参加したことがある 72

今回が初めて参加 72

合計 刊44

ハ 爺
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付添者の声

私が仕事をするという事|よ教えてもらつていましたが、

どんなことをするのかわかりませんでした。でも、お

父さんが一緒にしヽてくれて安心しました。見たことの

あるもの、見たことのないもの、しヽろしヽろありました

がタブレットでパッケージデザインをしたり、おにぎ

りを作つたり、楽しかつたです。

地区ボランティアの声

障害児等職業体験事業に参力Bできてとても光栄でした。

それぞれのブースことに子供達の楽しそうな声や勉強

している姿にすこく感動しました。この経験を通して

障害があろうがなかろうが、自分の考えを持つて夢を

持ち、これからの生渚を送れるので|よ なしヽかと思しヽま

す。スタッフ側としても声掛けの仕方などを学ぶこと

ができました。ありがとうこざしヽました。

3度 目の体験参力[に なります。1年が経つことにこの体

験を通して、子供の成長を感じる事ができます。お仕

事をするにあたり、制服が着れない帽子を被ることが

できない所からスター トして、今年十よ「この仕事をする

に|よ この服をデ自
と
ないといけなしヽJと理解してお仕事を始

める事ができました。親と子のみで |よ なかなか参 l〕[し

づらしヽ (健常児に交じつて|よ しづらい)キ ッザニアです

が、周りも障害児という事もあり、親子共に周囲の目

を気にしなくてよいという環境での体験 |よ とても有難

しヽです。来年も是非参力Bさせて頂きたしヽです。

ありがとうこざしヽました。
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第67回兵庫県知的障害者福祉大会を開催して

NPO法人 姫路地区手をつなぐ育成会 理事長 山 [ヨ  薩覇誤

令和5年 40月 27日 (金 )、 第6ワ回兵庫県矢□的障害者福祉大会を姫路

市で開催いたしました。まだまだ、コロナ禍の開催でしたが、来賓の

方々を|よ じめ沢山の方々が会場に来てくださtヽ ました。対面での集ま

り|よ とてもいい雰囲気で人と人との繋がりを感じることができました。

講演|よ、又村あおい講師による「矢□的障害者の人権について」でした。

内容|よ、障害者権利条約についてで、難しい話ですがとても分ブ〕`り

やすく説明して下さいました。他の先進国に比べて日本がア)｀ なり遅れ

ているのかを知り、ショッ少を受けました。恥ずブ〕`しながら私に|よ ど

うしょうもできないと思つていたので、今後どうなつていくのかをきちんと知らないといけないと反省を

致しました。

最後になりますが、皆様に助けて頂き、無事に大会を終えることができ志した。本当にありがとうござ

いました。

親なきあと相談会を受講して (明石地区)参加者の声

親亡き後についての福島先生の詰演 |よ様々なポイン トを簡潔にまとめてくださつていて理解しやすかつ

たです。まだ先のことだと先送りせず予め準備し対応することの大切さを再確認しました。それぞれの家

庭の状況や障害の程度に応じてより良い選択ができ、親亡き後も子供達が′
1央適に生渚できるように理解を

深めていきたいです。この度 |よ有意義なお話をありがとうござtヽ ました。今後もお力添えをよろしくお願

いします。また県育成様に|よ このような学びがある機会を是非作つていただきたいです。

親なきあと相談会 (三田市)に参加して

耳=暫
‐

NPO法人三田市手をつなぐ育成会 場R本  書尋子

患子 |よ 8年 P日弓のグループホームを経験して、一人暮らしを目

指しています。考えてもいなかつたことなので、それに|よ どの

様な準備が必要なのア)｀ 、成年後見 |よ いつア)｀ ら始めるのが良いの

か悩み、「来見なきあと相談会」を受講し志した。弁護士の福島

先生|よ分ア)｀ りやすく具体的にアドバイスして下さいました。成

年後見の制度もまだまだ時Pロロ|よ かかりそうですが変りつつある

ようなので、もうしばらく情報を待とうと思つています。

/£ 象:

舞
義
壽
主

婁
―

・軍
〓

ャ■■

|'

:4

基



令和6年 3月 31日 発行 の   ぎ   く 第138号 (5)

:出前研修会|(コ Tス2)蒼受講静て

堪 太 子 町            太子田丁手をつなぐ育成会 副会長 酒 丼  直 子

42月 4日 太子田」役場にて43名 が出前研修会を受講 しました。県の役員・福祉課の方に学校卒

業後のサービス・65歳からの福祉サービスと介護保険の関係など詳しく説日月して頂きました。

研修会終了後の懇談会で |よ、学齢期の保護者ダ)｀ ら「どこに相談すればいtヽ の ?」「どこにその

サービスが有るの ?」「先輩お母さんの話が聞きたい」「事業所を見学したい」等の意見が出ました。

今回この様な出前研修会を県育成会にして頂いたおかげで、育成会活動の必要性を若いお母さん

方に分かつてもらい、本当に良かつたと思います。ありがとうございました。

三ユベ市                   NPO法 人三木市手をつなぐ育成会 本
′
ム
｀
原  育 子

令和6年 1月 24日 (日 )に「福祉サービスについて考える」出前研修会を受講させて頂きました。

会員以外も含め24名の参加でした。

障害福祉サービスが、それぞれのライフステージにどのようなものがあるのか、こども達が地

域でくらすために矢□つておきたい事などを、障害福祉課の方から事前に知りたい事を提示してい

た事もあり、福祉サービスについてより詳しく矢□る事ができました。また、この研修で、学んだ

事の4つに、困つたらまず、障害福祉課の窓□に「相談に行く」とtヽ う事がありました。

1拳 カロ古,H市                 加古川市手をつなぐ育成会 会長 楠木 率申子

昨年の「障害年金」に続き、「福祉サービスについて考える」の出前研修会を受けました。学齢

期ア)｀ ら成人期、さらに介護保険サービスヘの移行までの流れなど、具体的にDVDを みながらお

話を伺いました。また、基幹相設支援センターダ)｀ らも出席いただき、地域の情報も踏まえての研

修会となりました。

今の困り事や将来に向けて、その時々に使える福祉サービスについて系統立てて分ア)｀ りやすく

お話しtヽ ただき情報の整理が出来ました。必要な時に必要なサービスを利用できるよう、私たち

自身も知識と情報を持つことが Sどもたちにとつてより良い選択ができる備えになると思います。

西 宮 市           一般社団法人 西宮市手 をつなぐ育成会 山 口  朱 美

市民会館にて約40人を対象に、県育成会の講師ズ)｀ ら十よ各種福祉サービスについて、西宮市職

員ア)｀ ら|よ質疑応答、介護保険への移行についてお話しいただき、現在利用しているサービスを

見直す良い機会となりました。兵庫県が作成した

DVDで |よ、グループホームでの生活をイメージす

ることができ、子どもの自立に対する保護者の思

tヽ や姿勢も印象深tヽ ものでした。市田」によるサー

ビスの差異や担い手の不足など、育成会として繰

り返し働きかけていく課題も感じた時間でした。
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I 基本方針

障害者差月」解消法施行後も知的障害者への虐待|よ後
を絶たず、弓き続き権利擁護と共生社会の実現を目指
し、理解促進のための啓発渚動を県下各地で着実に推
進していくことが重要である。

一方、会員の高齢化と会員減少という組織的危機を

前にして、右い親への加入l壼力きかけや時代に即応した

事業推進など、組織の渚性化と存続への取組みが急務
となっている。

令和6年度 lよ 、これらを踏訣え、「矢B的障害者の権
利擁護」を重点目標とし、弓|き続き疑似体験啓発渚動
など矢B的障害者に関する社会啓発事業、障害基礎年金

学習会、親なきあと相談など知的障害者の福祉の増進
を図るための事業を実施する。

今後とも、県下各地区育成会、全国及び近畿の育成
会組織と緊密に連携し、渚動の質的充実と組織運営の

安定化を図つていく。

〔会員数の動向〕

令和5年度の会員数 |よ3,304名 で、前年度比441名
減と大幅な減となつた。

全県的に|よ減少基調にあるものの、5地区|よ増減が
なく、ワ地区|よ会員増となっている。

1 知的障害者に関する研修

(1)権利擁護委員会活動

権利擁護に関する研修会の開催や先進的施設の

調査等を実施するほブ)｀、必要に応 じ行政 ・関係団

体との連絡調整、行政への要望活動等を行う。

(2)専門部会活動

「地域生渚・高齢化対策」、「就労支援」、「施設・

事業所」、「学齢・本人渚動支援」の4部会において、

特定課題に関する研修会等を開催する。

(3)障害基礎年金学習会

障害基礎年金の受給漏れ等がないよう、特別支

援学校において障害基礎年金の申請手続き等に関

する学』会を開催する。

(4)成年後見制度利用促進講座

家族や支援者等が成年後見制度や各種生渚支援

サービス等について理解を深める講座を開催する。

(5)障害児等職業体験事業の実施

職業型テーマパーク「キッザニア甲子園」を借

上げ、職業体験事業を実施 し、働くことの大切さ

を学び、未来の夢を育む機会を提供する。

2 知的障害者に関する普及 。啓発

(1)第68固兵庫県知的障害者福祉大会の開催

令不□5年4月 から施行されている「高齢者、障害

者等が円滑に旅行することができる環境の整備に

関する条例」(通称 :ユニバーサルツー リズム推進

条イタl)に ついて学ぶ機会を提供 します。

県育成会理事長表彰及び感謝を実施する。

昨年度 と同様 に、集合形式と録画をYouTube
で配信する形式とを組み合わせて開催する。

(2)疑似体験啓発活動の推進 (ひ ょうご “つなぎ隊")

各地区の疑似体験啓発渚動団体の耳又組みを広く

発信するとともに、新たな活動団体の立上げや現

渚動の充実を支援するため助成等を行う。

Ⅱ 主要事業

公益財回法人兵庫県手をつなぐ育成会令和 6年度 (2024年度 )事業計画 J

″

3 知的障害者に対する支援

(1)知的障害者への相談

育成会役員が本人や家族等の様々な悩みや困り
ごと、直面する課題等について相談に応じる。

(2)専門家による親なきあと相談

会員の来見なきあとの準備を支援するため、重要

課題である「財産管理の仕方」(信託、遺言、成年

後見、相続等)についての相談を専門家 (弁護士)

が希望する地区とオンラインを使つて実施する。

(3)県育成会三役による出前研修会
「考えてみませんア)｀、子どもの将来」をテーマ

として、3つのコースを準備し、人生でれぞれの

時期に必要な備えについて考える機会を提供する。

(4)地域生渚援助者養成講座の開催

矢[的障害者がグループホーム等で安心して生適
できるよう、グループホームの支援員等がスキル

アップするため一連の講座を開催する。

4 育成会の組織運営

(1)全国 。近畿育成会との連携

全国手をつなぐ育成会連合会や近畿手をつなぐ

育成会連絡協議会の渚動に積極的に参画 し、その

ノウハウや最新情報等を本会渚動に活かす。

(2)会長会等の開催

会長会や地区会長懇談会等を開催 し、会員二―

ズの把握、地域課題の発掘と共有化を図り、課題

解決に向けた効果的な事業推進につなげる。

(3)兵庫県等への要望

制度政策を通 じた障害福祉サービス等の一層の

充実に向け、兵庫県や国に対 し予算要望を行う。

5 育成会改革プランの推進

本会が直面する組織的課題 (会員の高齢化、会員減

少等)に対応するために策定 した、「育成会改革プラ

ン」(平成SO年3月 )を着実に推進 し、組織の存統と安

定化を図る。

1 公益目的事業

(1)知的障害者に関する研修

〔県育成会〕

①権利擁護委員会活動 (権利擁護に関する研修、

連絡会議等)

②矢目的障害者相談員研修会

③専門部会渚動
ア 地碗生活・高齢化対策部会

イ 就労支援部会

ウ 施設・事業所部会
工 学齢 。本人渚動支援部会

①障害基礎年金学習会  特月」支援学校 4校
⑤成年後見制度利用促進講座

2日 間 (兵庫県福祉センター)

⑥障害児等職業体験事業

キッザニア甲子園 (西宮市)

⑦ブロック月」保護者研修会  県下9ブロック

〔全国手をつなぐ育成会連合会〕

①全国大会 令和6年 10月 42日 (土)13日 (日 )

秋田県秋田市
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②全国育成会連合会・権利擁護セミナー

③全国事業所協議会石升修大会

〔近畿手をつなぐ育成会連絡協議会〕

①第63□近畿矢B的障害者福祉大会
令和6年 12月 十日(日 )大阪市

②近畿リーダー養成研修会

〔各種大会〕
①福祉の集い

②賀詞交↓奥会

③兵庫県社会福祉大会
令和6年 10月下旬 宍粟市

(21欠目的障害者に関する普及・啓発

①第68固兵庫県矢□的障害者福祉大会

令和6年 10月 25日 (金 )

豊岡市民プラザ ほつとステージ

※県大会の開催状況を録画し、YouTubeで後

日配信する。

②疑似体験啓発活動の推進

〔活動団体 12団体〕
露尼峨市「まんまる|よ―とJ

趨西宮市「輪・和 。WA」

鶉芦屋市「おむすび隊」

爾伊丹市「ぱずる」

鰯宝塚市「宝塚すみれ隊」

鐵川西市「ハン ドinハン ド」

鎮三田市「|よ あ～とポケット」

嚢猪名川田」「tヽ なキャラ」

饉明石地区「まねつこ隊」

霧たつの市「ぴ―す&ピース」

饉南あわじ市「おひさま隊」

饉多可田」「ぐぅちよきぱあJ

③第48固兵庫県障害者のじぎくスポーツ大会

令不□6年4月 28日 (日 )～ 5月 26日 (日 )

④兵庫県障害者芸術 。文化祭 (兵庫県障害者福祉

大会)

【舞台部門】調整中

【作 品 展】「兵庫県立美術館」(神戸市)

⑤欠□的障害者就労表彰 (理事長表彰、矢□事表彰)

一般企業等で40年以上又 |よ20年以上就労さ

れた方への表彰

⑥機関誌「のぎく」の発行 年4固

H十二ュースの発行    年3固

(3)知的障害者に対する支援

①矢□的障害者へのオロ談

②専P]家によるZoomを使つた来見なきあと個別相談
3地区4名 (各20分 )

③県育成会三役による出前研修会 12地区程度

④地域生渚援助者養成講座

⑤在宅重度障害者生洒環境改善資金貸付事業
400万円以内 無利子

2 収益事業等

(1)全 国育成会連合会 ・機関誌「手をつなぐ」日力成金

の地区還付

(2)国庫補助事業助成事務

3 育成会の組織運営

(1)評議員会の開催 年2固 (定例 )

(2)理事会の開催  年3団 (定イタ12、 臨時 1)

(3)三役会の開催  月1固

(4)会長会の F井弓催  年2固

(5)地 区会長懇談会の Pォ]催 県下各ブロック

(6)専 門部会役員会の開催

(7)兵庫県等への予算要望

4 育成会改革プランの推進

(単位 :円 )

令
和
６
年
度
収
菫
予
算
書

（令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
７
年
３
月
３‐
日
）

科   目 合   計 事業会計

I経  常  収  益

基 本 財 産 運 用 益

特 定 資 産 運 用 益

受 取 会 費

賛 助 会 費

事 業 収 益

受 取 補 助 金 等

受 取 負 担 金

受 取 寄 付 金

雑        】又        益

経 常 収 益 計

Ⅱ 経
事
管

常 費 用

費

費
業
理

経 常 費 用 計

当期一般正味財産増減額
一 般 正 味 財 産 期 首 残 高
一 般 正 味 財 産 期 末残 高

67,400
77,600

7,326,000
150,000

1,400,000
12,650,000
1,410,000
150,000
441,000

67,400
77,600

7,326,000
150,000

1,400,000
12,650,000
1,410,000
150,000
441,000

23,672,000

21,654,114
2,017,886

23,672,000

21,654,114
2,017,886

23,672,000 23,672,000
0 0

8,814,064 8,814,064
8,814,064 8,814,064
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◆令和5年度知事表彰

一　
一
俊

こ子

こ子

婉
浩

名

陳
秀

嚇
純

％
弘

氏

べ
部

だ
田
　

　

た
田

勅
岡

足
吉

帆
東

擁
秋

_住 所

伊 丹 市

宝 ナグ( 市

加 古 川 市

加 古 川 市

・  勤 務 先

社会福祉法人 伊丹市社会福祉協議会

イフスコヘルスケア 株式会社

オーマイ株式会社

ワタキューセイモア株式会社

◆第19回 兵庫県障害者芸術・文化祭【障害者福祉大会】就労表彰

《20年表彰》

《10年表彰》

氏 名

西 村 由依子

小 島 直 樹

松 浦 淳 二

氏 名

多留井 貴 弘

住 F~斤

宝 ナガ(市

宝 塚 市

三 田 市

加古川市

相 生 市

住 所

尼 崎 市

西 宮 市

たつの市

たつの市

近藤 員由美
公益財団法人 兵庫県手を
つなぐ育成会 評議員

０
平
　
溌
昭

噂
皇里
　　　
∝
柔カ

だ
田
　
能
本

磁
原
　
韓
山

勤 務 先

昌和不動産 株式会社

エームサービスジャパン株式会社
夢御殿山

株式会社 モリタ

加古川市環境事業協同組合

ケミプロ化成 株式会社
相生工場

勤 務 先

株式会社 あきんどスシロー

くら寿司 株式会社
西宮今津店

日本マク ドナル ド株式会社
姫路太子町店

姫路信用金庫
龍野支店

― 推1薦地区

宝塚市
手をつなぐ育成会

宝塚市
手をつなぐ育成会

三田市
手をつなぐ育成会

加古川市
手をつなぐ育成会

相生市
手をつなぐ育成会

推薦地区

尼崎市
手をつなぐ育成会

西宮市
手をつなぐ育成会

たつの市
手をつなぐ育成会

たつの市
手をつなぐ育成会

ほ ん

本
ひろ

裕
ゆ き

之
だ
田

ま
真

忠
卓

た
田

一
桑

に し

西
え り か

英里佳

］呻中山一

◆

厚
生
労
働
大
臣
表
彰

（更
生
援
護
功
労
者
）

◆

兵
庫
県
功
労
者
表
彰
（福
祉
功
労
）

◆

兵
庫
県
社
会
福
祉
協
議
会

会
長
表
彰

（社
会
福
祉
事
業
功
労
者
）

第
７．
回

兵
庫
県
社
会
福
祉
大
会

１０
月
２５
日

兵
庫
県
立
丹
波
の
森
公
苑

式
　
　
典
　
　
１３
時

記
念
講
演
　
　
μ
時
４０
分

内海 育子
公益財団法人 兵庫県手を
つなぐ育成会 副理事長 )

近藤 員由美
公益財団法人 兵庫県手を
つなぐ育成会 評議員(
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権 利 擁 護 委 員 会 活 動・専 門 部 会 活 動

施設・事業所部会に参加して

公益財団法人兵庫県手をつなぐ育成会 施設・事業所部会 部会長 今 北 さゆ り

今年度の施設・事業所部会 |よ、重度障がい者を受け入れているグループホームの株式会社ラシエルのエ

リアマネージャー三澤氏の講演と西宮今津のグループホームで支援されている改田氏にお話していただき

ました。社名の由来 |よ、障がいをお持ちの方が、その障がいという「イ固性」を送かし「らしく (rasiku)」

生きる場 。つながりを「得る (el)」 、「らしく (rasiku)」 生きるを「応援する (yell)」 という2つの「想い」

が込められているそうです。日中サービス支援型と介護サービス包括型の違いや、地功が違つても支援の

方法 lよ 変わらないなど、とてもわかりやすく丁寧に教えていただきました。改田氏による実践報告で|よ、

重度障がい者の日中の汚動や支援方法などお話いただきました。お話をされるときの言葉遣いがとても丁

寧で、きめ細やブ)｀ な支援をされていることが伺えました。最近、重度障がい者を受け入れているグループ

ホームでの問題が三ュースになっています。すべてのグループホームで、株式会社ラシエルのような支援

ができるような体制にしてほしいと願うばかりです。

地域生活・高齢化対策部会(権利擁護に関する研修会併催)に参加して

公益財団法人兵庫県手をつなぐ育成会 地域生活・高齢化対策吉Б会 部会長 本 田 洋子

今回 |よ、伊丹市福祉権利擁護センター センター長の増田達哉氏をお迎えして、「成年後見業務の体験

について」と題してご講演いただきました。よくある質問事例の体験後、身上保護体験ワークの事例を通

してグループで意見交換し、次に本人の財産関係資料を基に財産目録と収支予定表を作成するという、財

産管理体験ワークに挑戦しました。「財産管理lよ、よほど特殊な財産でない限り難しく|よ ない。慣れれば

■与 ゼ ド i

誰にでもできる。本当に難しい大事な業務 |よ 身上保護で

す。」という講師のお話に現在、より利用しやすい制度ヘ

の見直しがく 討されている成年後見制度のことを、今後も

しつア)｀ り学んでいく必要性を感じました。参カロ者ア)｀ らは、

体験が楽しア)｀ つた。自分にも親族後見人ができそうだ、等

の感想をいただきました。

学齢。本人活動支援部会 (就労支援部会併催)に参加して

公益財団法人兵庫県手をつなぐ育成会 学齢・本人活動支援部会 部会長 鳥居  卒右紀

今年度|よ、職業能力開発施設より講師をお招きし、障害のある人が社会で働くために、どんなことを身

につければよいア)｀ 、民間企業はどんな人材を求めているのかなどのお話を伺いました。訓練の様子を動画

で拝見しながら、とにかく経験を積み重ねることの大切さを身に染みて感じました。どうしても定型発達

の人よりあらゆる経験の機会が少なくなりがちですが、家庭でも率先して社会での仕事につながる経験

(例 :新間紙をひもで十字に縛るなど)を させる機会を増やしたいと思いました。「やつたことがある」経

験値を高めて自信をつけること|よ学齢期の子育てにも通じるものがあります。年齢にかア)｀ わらず、これか

らもチャレンジすることを応援していきたいと感じた研修会でした。
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成年後見制度利用促進講座を受請して (ア ンケー トより)

①

③

こ紹介くださり、日Pから閲覧できることも心強しヽと感じ

た。フローチヤー トも手順に沿つて必要な情報が集められ

そうであつた。申し立てにも費用が発生し、始まつてから

も費用が発生する…。法的な効力つて手間がかかるが効力

も絶大なのかも。費用対効果であるのかな…

『成年後見業務について』

最初に裁判事務宮の方のお話を聞いた上で、助

永先生のお話を聞いてより分かりやすくなりま

『成年後見制度と審理』

具体的な流れや準備に必要な書類など資料がと

ても参考になつた。動画もわかりやすしヽものを

例も紹介して頂き、しヽろんなケースがあるのだなと思いま

した。同業者への手紙でもあつたように、同感で|よなく共

感するとしヽう事が大切だなと思いました。

『成年後見制度の見直しの現状とその前に

知つておきたいことについて』

分かりやすく説日月してしヽただきました。受講し

てとても使いにくい制度だと感じていましたが少し明るしヽ

未来が見えてきた気がします。将来的に|よ利用したい制度

なのでより使いやすく本人にとつてやさしい制度となるよ

うに願つてしヽます。改正した時にスムーズに利用できるよ

うにネットワークの確立をして欲しいと思しヽますし、その

ためにどのような渚動をすればよしヽか私たちに出来ること

を考えてしヽきたいと思しヽます。

した。無理に後見人をつける事をしないケースもあるのだ

なとしヽう事も分かりました。本人の意志を尊重した形の見

守りを考えることも大切なんだなと思いました。多くの事

地域生活援助者養成講座を受講して (ア ンケー トより)

①

①

③

①

①

①

①

①

『知的障害者への支援制度について』

身体・矢[的 ・精神 。発達障がいの種類や手帳制

度について学ぶことができた。障がしヽ支援区分

『知的障害者の健康管理について』

ダウン症者に多く見られる疾患に配慮し、向き

合しヽながら支援することが重要だと感じた。「ダ

につしヽて申請た)｀ らサービス利用までの流れを理解すること

ができた。兵庫県の障害者福祉計画に記載されているよう

に、障がいを一つの個性として、みんなが向き合える社会

の実現に向かつて、自分にできること|よ何かを考えるきつ

かけになつた。

ウン症者の豊かな生活のための 6原則」|よ特に留意し支援

して行きたいと思う。てんかん発作時に慌てす騒ぎ立てす

対応できるよう介助方法等を習得し、発作が起こりうると

しヽうことを常に念頭に置きながら支援したいと思う。

『グループホームにおける支援のあり方につ

いて』

グループホーム事業をされている方による実例
[知的障害者福祉について」

矢[的障害の捉え方が地功生活や環境との相互作

用を重視する考え方に変化してきていること|よ

一人一人がかけがえのない存在であることを理解し、示し

てしヽけるので良い変化であり地域の人達にも関心を持つて

もらしヽたしヽと思しヽました。意思決定支援の課題|よ多しヽが大

切な耳又り組みであることがわかりました。

『知的障害者の人権について』

矢B的障がしヽ者の権利侵害の事例を通じて、わか

りやすく学ぶことができた。また支援者に必要

を用しヽた講義であつたため、関心も大きく参考になりまし

た。「支援を考えていくに|よPDCAサイクルを意識すること

が大切である」に|よ、確かにそうだなと思しヽました。この場

を有効に渚用し支援の向上に努めてしヽけたらと思しヽます。

な視点として、権利擁護と意思決定支援について、『なんで

もやつてあげる』視点で|よなく、『自分の生き方 |よ 自分で決

める』ための支援が大切だと感じました。障がいのある人

のもつ力を信じ、その力を仲ばせる支援を実I見 していきた

いと思しヽました。

『知的障害者への相談支援のあり方について』

利用者のまわりをとりまく環境が社会と孤立し

なしヽように専門の支援者が中に入つてつなげて

いく事の重要性を強く感じた。そしてそのようなプロの方

がもつと増えて行つたらいしヽと思う。利用者の特性をよく

理解し、根気強くアプローチしていく事がとても大事なこ

とだが、一筋縄で|よいかなしヽ。支援員同士が情報を共有し

同じ支援を繰り返してしヽくことがとても大切だと思つた。

『強度行動障害の支援について(県の取り組み

も含めて)』

あかりの家で強度行動障害地域生活支援事業が

『知的障害者への支援の基本について』

障害者の特性について、それをネガテイブにと

らえるので|よなく、視点を変えて強みとしてそ

の方なりに生きやすい環境や周りのサポー ト体制を整えて

いく必要があると感じた。また、支援者の考えによつて

サービス内容や支援方針などを押し付けす、あくまでも本

人 (保護者)の意志をしつかり引き出し、三―ズに沿つた適

切な支援を実施していくよう細心の注意を払う必要がある

と感じた。

行われていること、またこのような取り組みがあることも

初めて矢Bり ました。今後このような事業所や専門性の高しヽ

支援を提供できる支援員が増え、またその支援を学べる研

修の機会が増える事を望みます。最後の講座が矢[的障害者

の将来が明るく幸せな事例で印象深しヽものでした。
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病気やケガで入院したとき
入院給付金

ケガをしたとき
死亡・後遺障害・入院・通院・手術/醤保険金
(地震・噴火。津波によるケガも対象)

病気で死亡したとき
疾病葬泰費用保険金    ※プフ刻こよって補償します

※上記は概要ですので詳細は下記までお問い合わせください。

※2023年 11月 時点

AIG損保の普通傷害保険

賠償責任を負つたとき
個人賠償責任補償

虐待・逮捕・勾留に対応するとき
弁護士費用等補償   ※プヵこょつて補償します

就労中に他人にケガをさせたり
物を壊してしまつたとき
職業従事中事故対応費用補償 塙攀孝つて

発達障がい児者の方も
ご加入いただけるようになりました。

2024年 1月 現在の内容です。(D‐0070122025‐ 03)

知的障がい児者。自閉症児者の

生サポは家族の安心を支えます

の3事業を実施していま硯

当会にご入会いただくと、知的障がい児者、自閉症児者のための

病気やケガの総合補償制度をご不u用いただけます。

主な補償内容

|

:

言
三

一鬱

生活サポート総合補償制度 福異尾冨車墾教昇稔匡冨嬬檀雛毛藍:駅翻拙豊特約セット

。就労に関する相談支援。日常生活に関する相談支援 。権琴u擁護に関する相談支援

●生活サポート総合補償制度の主な特長●

>入院給付金は既往症の病気、てんかんも補償。

>全国の団体を通じてのご加入のため、多数割引が

適用され、個人加入の場合に比べて保険料が割安

です。

>取扱代理店は、知的障がい児者や自閉症児者への

保険の販売において、30年以上の実績があります。

全国会員数

約 15日 5万 人
※

2023年 11月 時点 155,588人

全国で約15.5万人※のみなさまに
ご利用いただいている補償制度です。

生活サポート総含補l虜制度は,

■担当代理店 扱者

ジェイアインーウエスト株式会社
〒5400026 大阪市中央区内本阿4年 1 0CTフ 階
TELi 06‐ 6941-5187 FAX:06-6944-1728
http引 //wwwJに westcom/
受付時間 :午前10時～午後4時

(土  日 祝日 年末年始を除く)

■31受保険会社

AIC損害保険株式会社
http⊆ //wⅢ vw aig coJp/sOnpo

大阪プロチヤネル営業部
〒5300011 大阪市北区大深団131 グランフロント大阪タワーB36階
TELi 06‐ フ223-2010
受付 B寺 間 :午前9時～午後58き (土  日 祝日 年末年始を除く)

…般社回法人兵庫県知的障害児者生活サポート協会
〒6510062 神戸市中央区坂口通2丁 目11

兵庫県福祉センター5F 手をつな ぐ育成会内

TEL:078-891-4177 FAX 1078-891-4188

http:〃www hyosuppo sakura nejp/
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井上三枝子 尼崎市

大前 繁雄 西宮市

野村医院 芦屋市

久米利津子 芦屋市

大野セツ子 宝塚市

坂本 寿子 川西市

い丹波屋 三田市

蜘丸優 三田市

神沢医院 三木市

の   ぎ   く 令和6年 3月 31日 発行

(順不同)

村上 友江 明石市

吉田 裕明 神戸市

あい保育園 神戸市

妹尾 昭吾 神戸市

ジェイアイシーウエスト棚 大阪市

根来 厚子 京都市

ちえの友鉛筆帥 東京都

令不□5年 10月 2日 、株式会社大黒商事様から矢□的障害のある人への支援として金45万円を

ご寄附いただきました。大黒商事様に|よ平成24年から毎年コピー機の売上金の一部を寄附

していただいています。会社を挙げた温かいご支援に心より感謝申し上げます。

ヽこ

令和5年度 賛 助 会 員

神沢クリニック 三木市

まねき食品い 姫路市

稲田 武利 たつの市

前田 智子 赤穂市

合橋診療所 豊岡市

田野 哲夫 美方郡

谷本 靖子 明石市

廣橋 岳登 明石市

ミナ ト歯科医院 明石市

:洗 妻孝葬発曇萎 2023年度はWBCで侍ジャパンが世界―に Iプロ野球では阪神タイガースが38年 ぶ り

日本―に 1 日本中が湧きました。

11月 から始まりました出前講座は1lヶ 所を三役でうかがわせて頂きました。会員の方と直接お話を聞い

たりむ意見を聞く事が出来ました。出前講座を通じて各地域で集まって頂く機会になればいいと思います。

ぜひと活用ください。また、皆様からの情報提供や乙意見等ありましたらお寄せください。む協力ありが

とうとざいました。(NoS)

株式会社 大黒商事様から―寄附

甑護證藍J〈委員長〉井上三枝子 〈委 員〉内海育子・下村直美・野田英紀 田中千雄


